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下筌ダム湖における

藻類の調査結果について
～有毒物質ミクロキスチンＬＲを検出（基準値以下）～

○下筌ダム湖については、藻類の発生に伴い監視強化や水質調査等を行っ

てきました。今回、水質分析結果をお知らせします。

有○最も藻類が多い箇所（表面部分）について毒性調査を実施した結果、

されましたが、毒物質であるミクロキスチンＬＲが０．３１μｇ／Ｌ検出

厚生労働省の水道水質基準（要検討項目）の目標値（０．８μｇ／Ｌ）等

は下回っている状況です。

水道水については、ミクロキスチンＬＲは浄水場の通常の塩素処理によ○

。り分解除去できます

○当事務所では、今後も貯水池の監視強化及び水質調査を実施します。

【記者発表相手先】日田市記者クラブ
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別紙１

１．概要

９月中旬から下筌ダム湖上流部分の津江川と上野田川の合流点付近で、アオコの原

因とされるミクロキスティス属を優占種とする藍藻類が発生しており、藻類の発生に

より監視強化や水質調査等を行っています （９月１８日記者発表）。

今回、毒性についての水質分析結果が出ましたのでお知らせします。

２．調査結果

採水日 ：９月１６日

採水状況：最も藻類の色が濃い下筌ダム貯水池の上流側の津江川と上野田川の合流

点付近において、藻類が風の吹き寄せ等で集まった表面部分の水を分析

有毒物質であるミクロキスチンＬＲを０．３１μｇ／Ｌ検出分析結果：

※ミクロキスチンは、藍藻類ミクロキスティス属が産出することがあります。

ミクロキスチンＬＲについては、厚生労働省が水道水質基準の要検討項目と

して目標値０．８μｇ／Ｌ（暫定 、ＷＨＯ飲料水のガイドライン値１．０μ）

今回の調査結果は両方の目標値・ガイドラインｇ／Ｌ（暫定）があります。

です。値を下回っている状況

※１μｇ／Ｌ＝０．００１ｍｇ／Ｌ

３．水道水への影響

水道水については、ミクロキスチンＬＲは浄水場の通常の塩素処理により分

できます。解除去

４．松原・下筌ダム及び下流の状況

①下筌ダムの状況

・藻類の色が最も濃いのは、ダム堤体から約５ｋｍ上流の津江川と上野田川

の合流点から上流です。

・藍藻類（ミクロキスティス属）は、表面に発生しています。

・ダムからの放流は、水面より約４０ｍの水深部から行っています。



②松原ダムの状況

１０月１３・下筌ダムのすぐ下流に位置する松原ダム湖の色の異常はなく、

日の調査結果（速報）では藍藻類ミクロキスティス属は確認されていませ

ん。

③松原ダム下流の河川の状況

・河川水の色の異常はありません。

なお１０月１５日に下流河川でも採水し、現在分析を実施しています。

５．今後の対応

・貯水池の監視強化を継続します。

・水質調査を継続実施します。

・現在、藻類は粒が小さく回収できない状況ですが、固まりに近い状態となり回収

可能となった場合は回収を行います。

・状況については、関係機関と密な情報交換を行っていきます。

・また、ホームページにおいても適宜公表します。



（平成２１年１０月１４日現在）

　

　

藻類発生状況
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